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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
a）　アクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポリマー及び／又はその塩と
、b）　カルボキシビニルポリマー及び／又はその塩とを含有し、
下記１）～３）を満たすことを特徴とする皮膚外用剤。
　１）　a）とb）とが重量比が２：１～１５：１である。
　２）　炭素数８以上の炭化水素基を側鎖として有する油溶性成分を含有しない。
　３）　水溶性の紫外線吸収剤を含有する。
【請求項２】
紫外線吸収剤が、フェルラ酸、イソフェルラ酸、スリソベンゾン及び生理的に許容される
その塩から選ばれる１種乃至は２種以上であることを特徴とする、請求項１に記載の皮膚
外用剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、化粧料などの皮膚外用剤に関し、更に詳細には、敏感肌及び／又はアトピー性
皮膚炎の人に好適な皮膚外用剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
化粧料などの皮膚外用剤は、肌を正常に保ち、みずみずしく手入れするために必要不可欠
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なものであるが、ストレスなどの負荷量が急激に増大してきた近年に於いては、これに起
因して敏感肌の人が増えてきている。この様な人に於いては、例えば油脂などに由来する
少量の過酸化物などが通常の人に比べて大きな影響を与えるため、正常肌の人にとっては
有益な化粧料も、ごく少量存在する油脂由来の過酸化物のために刺激を感じて使用が出来
ない場合が多く、この様な化粧料の開発が望まれている。現在のところこの様な人に好適
な化粧料としては、本発明者らは保湿成分に注目し、油脂成分を含まない形態の、所謂、
オイルフリー皮膚外用剤が有用であることを見出している。しかしながら、この様なオイ
ルフリー形態の化粧料の課題としては、使用実感において、化粧料による手入れを行った
印象が薄く、これによる化粧料の心理的効果に由来する整肌効果の低減の抑制が残ってい
る。即ち、オイルフリー形態であり、使用実感に優れる化粧料などの皮膚外用剤の開発が
望まれていた。
【０００３】
一方、アクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキル及びその塩は、界面活性作用を
有する増粘剤として、化粧料に使用されているし、カルボキシビニルポリマーの塩も増粘
剤として化粧料などの皮膚外用剤に使用されているが、これらを組み合わせて皮膚外用剤
に含有させることは行われていなかったし、この様な組合せをオイルフリー形態の化粧料
等の皮膚外用剤に適用することも、それによってオイルフリー形態の皮膚外用剤の使用実
感を著しく改善しうることも全く知られていなかった。更に、アクリル酸・アクリル酸（
Ｃ１０～３０）アルキル及びその塩のみを増粘剤として使用した場合には、安定性に問題
が残る場合があり、カルボキシビニルポリマー及び／又は塩と組み合わせると安定性が向
上しこの様な問題も解決しうることも全く知られていなかった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はこの様な状況下為されたものであり、使用実感に優れる、敏感肌の人やアトピー
性皮膚炎の人にも使用可能な化粧料などの皮膚外用剤を提供することを課題とする。
【０００５】
【課題の解決手段】
本発明者らは、この様な状況に鑑みて、使用実感に優れる、敏感肌の人やアトピー性皮膚
炎の人にも使用可能な化粧料などの皮膚外用剤を求めて鋭意研究を重ねた結果、アクリル
酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポリマー及び／又はその塩とカルボキシビニ
ルポリマー及び／又はその塩とを含有することを特徴とする、皮膚外用剤が、オイルフリ
ーの形態に於いても、使用実感にも、安定性にも優れる皮膚外用剤となることを見出し、
発明を完成させるに至った。即ち、本発明は、アクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）
アルキルコポリマー及び／又はその塩とカルボキシビニルポリマー及び／又はその塩とを
含有することを特徴とする、皮膚外用剤を提供するものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
（１）本発明の必須の成分であるアクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポ
リマー及び／又はその塩
本発明の皮膚外用剤はアクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポリマー及び
／又はその塩を必須成分として含有することを特徴とする。アクリル酸・アクリル酸（Ｃ
１０～３０）アルキルコポリマーは乳化作用を有する増粘剤として既に知られており、化
粧料などの皮膚外用剤で既に使用されている。このアクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３
０）アルキルコポリマーは既に市販されており、本発明の皮膚外用剤を作成する場合には
この様な市販のものを利用することが出来る。この様な市販品としては、例えばグッドリ
ッチ社から販売されているカーボポール１３８２等が好ましく例示できる。又、生理的に
許容されるその塩としては、例えば、ナトリウム、カリウムなどのアルカリ金属塩、カル
シウム、マグネシウムなどのアルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、トリエタノールアミ
ン塩やモノエタノールアミン塩、トリエチルアミン塩、モルフォリン塩等の有機アミン塩
、リジン塩、アルギニン塩等の塩基性アミノ酸塩などが好ましく例示できる。これらの内
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、特に好ましい塩はアルカリ金属塩であり、中でもカリウム塩がその使用時の感触から特
に好ましい。これらのアクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポリマー及び
／又はその塩は唯１種を含有させることも出来るし、２種以上を組み合わせて含有させる
ことも可能である。これらアクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポリマー
及び／又はその塩は皮膚外用剤全量に対して０．０５～５重量％、更に好ましくは、０．
１～１重量％の含有量が好ましい。これは、少なすぎると本発明の皮膚外用剤の特徴であ
る使用実感が得られず、多すぎるとべたつくなどの好ましくない感触に感じる人が増える
ためである。又、この含有量は後述するカルボキシビニルポリマー及び／又は塩の量とも
関係しており、アクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポリマー及び／又は
その塩とカルボキシビニルポリマー及び／又はその塩の重量比は２：１～１５：１が好ま
しく、更に好ましくは３：１～１０：１である。これは、アクリル酸・アクリル酸（Ｃ１
０～３０）アルキルコポリマー及び／又はその塩が多すぎると経時的な安定性が損なわれ
る場合があり、カルボキシビニルポリマー及び／又は塩が多すぎると使用実感が損なわれ
る場合があるからである。
【０００７】
（２）本発明の皮膚外用剤の必須成分であるカルボキシビニルポリマー及び／又はその塩
本発明の皮膚外用剤は、カルボキシビニルポリマー及び／又はその塩を必須成分として含
有することを特徴とする。カルボキシビニルポリマーは通常、化粧料や皮膚外用医薬の皮
膚外用剤分野で使用されているものであれば特段の限定無く使用することが出来る。この
様な原料としては市販品も多く適宜それらを選択すればよいが、これらの中で特に好まし
いものは、製造工程において芳香族系溶剤を使用しないグッドリッチ社のカーボポールＵ
ｌｔｒｅｚ１０である。これは製造工程上環境に好ましいからである。又、これらカルボ
キシビニルポリマーの塩としては、例えば、ナトリウム、カリウムなどのアルカリ金属塩
、カルシウム、マグネシウムなどのアルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、トリエタノー
ルアミン塩やモノエタノールアミン塩、トリエチルアミン塩、モルフォリン塩等の有機ア
ミン塩、リジン塩、アルギニン塩等の塩基性アミノ酸塩などが好ましく例示できる。本発
明では、これらカルボキシビニルポリマー及び／又はその塩を唯１種用いることも出来る
し、２種以上組み合わせて用いることも出来る。これらのカルボキシビニルポリマー及び
／又はその塩の好ましい含有量は、上記のアクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アル
キルとの量比を維持する範囲に於いて、０．０１～１重量％が好ましく、更に、０．０５
～０．５重量％が更に好ましい。これは、カルボキシビニルポリマー及び／又はその塩が
多すぎると使用実感を損なうことがあり、少なすぎると安定性に寄与しなくなる場合があ
るからである。
【０００８】
（３）本発明の皮膚外用剤
本発明の皮膚外用剤は上記２種の必須成分を含有することを特徴とする。尚、本発明で言
う皮膚外用剤とは、皮膚上に外用で適用する組成物の総称であり、例えば、皮膚外用医薬
、化粧料、外用消毒剤、外用殺菌剤、外用冷却剤などが例示でき、これらの中では、皮膚
外用医薬と化粧料に適用するのが特に好ましい。又、この様な皮膚外用剤の適用範囲に於
いては、安全性が高く、保湿成分を補え、しっかりした使用実感を提供できる本発明の皮
膚外用剤の特質から、アトピー性皮膚炎の人や敏感肌の人向けの皮膚外用剤とすることが
特に好ましい。本発明の皮膚外用剤に於いては、上記必須の成分以外に、本発明の効果を
損なわない範囲に於いて、通常皮膚外用医薬や化粧料で使用されている任意成分を含有す
ることが出来る。この様な任意成分としては、例えば、スクワラン、ワセリン、マイクロ
クリスタリンワックス等の炭化水素類、ホホバ油、カルナウバワックス、オレイン酸オク
チルドデシル等のエステル類、ステアリン酸、オレイン酸、リチノレイン酸等の脂肪酸、
オレイルアルコール、ステアリルアルコール、オクチルドデカノール等の高級アルコール
、スルホコハク酸エステルやポリオキシエチレンアルキル硫酸ナトリウム等のアニオン界
面活性剤類、アルキルベタイン塩等の両性界面活性剤類、ジアルキルアンモニウム塩等の
カチオン界面活性剤類、ソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸モノグリセライド、これらの
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ポリオキシエチレン付加物、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン
脂肪酸エステル等の非イオン界面活性剤類、ポリエチレングリコール、グリセリン、１，
３－ブタンジオール等の多価アルコール類、増粘・ゲル化剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤
、色剤、防腐剤、粉体等を含有することができる。これらの内、特に好ましいものは、多
価アルコール類である。これは、優れた保湿作用を有し、安全性が高く過酸化脂質を産生
しないからである。又、多価アルコールとしては、１，３－ブタンジオール、１，２－ペ
ンタンジオール、グリセリン、ジグリセリンが特に好ましい。これら多価アルコールの好
ましい含有量は、皮膚外用剤全量に対し、３～２０重量％であり、更に好ましくは５～１
５重量％である。又、本発明の過酸化脂質を産生させない目的から、油脂類、即ち、炭素
数８以上の炭化水素基を側鎖として有する油溶性成分は含有しないオイルフリー形態の製
剤が特に好ましい。又、緩衝塩を用いる場合には、クエン酸塩系を用いるよりも燐酸塩系
を用いる方が好ましい。これは減粘や退色等に影響が少ないからである。更に、系の安定
性を著しく高める効果があることから紫外線吸収剤、取り分け水溶性の紫外線吸収剤を含
有することも特に好ましい。かかる水溶性紫外線吸収剤としては、例えば、フェルラ酸、
イソフェルラ酸、スリソベンゾン及び生理的に許容されるその塩から選ばれる１種乃至は
２種以上が好ましく例示でき、その塩としては、例えば、ナトリウム、カリウムなどのア
ルカリ金属塩、カルシウム、マグネシウムなどのアルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、
トリエタノールアミン塩やモノエタノールアミン塩、トリエチルアミン塩、モルフォリン
塩等の有機アミン塩、リジン塩、アルギニン塩等の塩基性アミノ酸塩などが好ましく例示
できる。これらの中で最も好ましいものはイソフェルラ酸ナトリウムである。これら紫外
線吸収剤の好ましい含有量は、０．０１～３重量％であり、更に好ましくは０．０５～１
重量％である。これら紫外線吸収剤は紫外線吸収作用以外の効果を有することがあり、そ
の様な目的で前記紫外線吸収剤を含有させる場合があるが、この様な場合に於いても、ア
クリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキルコポリマー及び／又はその塩並びにカル
ボキシビニルポリマー及び／又はその塩の共存下で使用する場合には、本発明の皮膚外用
剤の要件を構成し、本発明の技術的範囲に属する。かかる紫外線吸収剤の二次的な用途し
ては、例えば、メラニン産生抑制剤、抗酸化剤、保湿剤などが例示できる。本発明の皮膚
外用剤は、上記成分を常法に従って処理することによって製造することが出来、かくして
得られた本発明の皮膚外用剤は、例えば、化粧水或いはエッセンスのようなオイルフリー
の形態であっても、その使用感に於いては、乳液のようなしっとりとした感触を有し、使
用することによってその使用感を実感し、以て皮膚外用剤の持っている効果を効果的に作
用させることが出来る。この為、脂質過酸化物に対して敏感な敏感肌の人或いはアトピー
性皮膚炎の人であっても、刺激を感じる可能性が極めて低く、従来の化粧に比べて好適に
用いることが出来る。又、安定性についても、アクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）
アルキルコポリマー単独使用に比べて著しく向上している。
【０００９】
【実施例】
以下に実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明が、これら実
施例にのみ限定を受けないことは言うまでもない。
【００１０】
＜対照例３及び実施例２～３＞下記に示す処方に従って、オイルフリー形態のエッセンス
（化粧料）を作成した。即ち、イ、ロを７０℃に加熱し、減圧下攪拌可溶化してイに徐々
にロを加え攪拌冷却し、ゲル状エッセンスを得た。尚、カルボキシビニルポリマーとして
は、カーボポールULTREZ10（Ｕ１０）をアクリル酸・アクリル酸（Ｃ１０～３０）アルキ
ルとしてはカーボポール１３８２（１３８２）を用いた。又、この本発明の皮膚外用剤で
あるエッセンスについて、日光照射３０分に於ける粘度変化（粘度の単位は１００ｍＰａ
・ｓ）を測定した。対照例１としては増粘剤をＵ１０のみとしたもの、対照例２としては
、増粘剤を１３８２のみとしたものを用いた。結果を表１に示す。これより、本発明の皮
膚外用剤は安定性に優れることがわかる。又、任意成分として紫外線吸収剤を含有するこ
とが好ましいこともわかる。
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（表１中ＩＦＮはイソフェルラ酸ナトリウムを表す。）
イ
増粘剤＊　　　　　　　　　　　　０．５　重量部
成分１＊　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　５０　　　重量部
ロ
水酸化カリウム　　　　　　　　　０．２　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　４９．２９重量部
＊詳細は表１に示す。
【００１１】
【表１】

【００１２】
＜実施例４＞
実施例１～３のエッセンス、対照例１，２及び下記に処方を示す比較例１の乳液について
、専門パネラー５名を用いて目隠しテストを行った。即ち、各パネラーに目隠しをし、こ
れらの化粧料を使用してもらい、クリームか乳液かジェル状のエッセンスかを判定しても
らった。結果を表２に示す。本発明の皮膚外用剤であるエッセンスはクリーム乃至は乳液
のような油分を含有する剤形の使用感を有していることがわかる。即ち、本発明の化粧料
を使用することによって使用時に於ける化粧実感を味わうことが出来ることがわかる。
（比較例１）
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　重量部
セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　重量部
バチルワックス　　　　　　　　　　　　　　　　１　　重量部
ポリオキシエチレンステアリン酸エステル　　　　１　　重量部
Ｕ１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３重量部
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　５　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８４．６重量部
【００１３】
【表２】

【００１４】
＜実施例５＞
下記に示す処方に従って、本発明の皮膚外用剤であるエッセンス（化粧料）を作成した。
即ち、イ、ロの成分を７０℃に加温し、減圧下混合、攪拌冷却し、エッセンスを得た。こ
のものを実施例３のエッセンスを対照に使用感を専門パネラーに評価してもらったところ
、実施例３よりもしっとり感があり、優れた使用実感を有していると判定された。このも
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のを敏感肌の人７名に２週間、発疹や炎症などの肌トラブルが起こらない範囲に於いて、
３週間連日使用してもらったが、７名とも肌トラブルは認められず、優れた整肌効果が観
察された。これは、オイルフリー形態であることと使用実感に優れるためであると推測さ
れた。又、本発明の皮膚外用剤には多価アルコールを含有させることが好ましいこともわ
かる。
イ
１３８２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４重量部
Ｕ１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
ＩＦＮ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　１０　　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０　　　重量部
ロ
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．２９重量部
【００１５】
＜実施例６＞
下記に示す処方に従って、本発明の皮膚外用剤であるエッセンス（化粧料）を作成した。
即ち、イ、ロの成分を７０℃に加温し、減圧下混合、攪拌冷却し、エッセンスを得た。こ
のものを実施例３のエッセンスを対照に使用感を専門パネラーに評価してもらったところ
、実施例３よりもしっとり感があり、優れた使用実感を有していると判定された。
イ
１３８２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４重量部
Ｕ１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
フェルラ酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　１０　　　重量部
燐酸２水素１ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０　　　重量部
ロ
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．２８重量部
【００１６】
＜実施例７＞
下記に示す処方に従って、本発明の皮膚外用剤であるエッセンス（化粧料）を作成した。
即ち、イ、ロの成分を７０℃に加温し、減圧下混合、攪拌冷却し、エッセンスを得た。こ
のものを実施例３のエッセンスを対照に使用感を専門パネラーに評価してもらったところ
、実施例３よりもしっとり感があり、優れた使用実感を有していると判定された。
イ
１３８２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４重量部
Ｕ１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
スリソベンゾンナトリウム　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　　　重量部
燐酸２水素１ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０　　　重量部
ロ
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．２８重量部
【００１７】
＜実施例８＞
下記に示す処方に従って、本発明の皮膚外用剤であるエッセンス（化粧料）を作成した。
即ち、イ、ロの成分を７０℃に加温し、減圧下混合、攪拌冷却し、エッセンスを得た。こ
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のものを実施例３のエッセンスを対照に使用感を専門パネラーに評価してもらったところ
、実施例３よりもしっとり感があり、優れた使用実感を有していると判定された。
イ
１３８２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４重量部
Ｕ１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　１０　　　重量部
燐酸２水素１ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０　　　重量部
ロ
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９．２８重量部
【００１８】
＜実施例９＞
下記に示す処方に従って、本発明の皮膚外用剤であるエッセンス（皮膚外用医薬）を作成
した。即ち、イ、ロの成分を７０℃に加温し、減圧下混合、攪拌冷却し、エッセンスを得
た。このものは有効成分以外に油脂類を含んでいなかったので、アトピー性皮膚炎の人の
炎症を抑えるのに極めて好適であった。
イ
１３８２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４重量部
Ｕ１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
フェルラ酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　１０　　重量部
デキサメタゾン　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　重量部
燐酸２水素１ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．０１重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０　　　重量部
ロ
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８．２８重量部
【００１９】
【発明の効果】
本発明によれば、使用実感に優れる、敏感肌の人やアトピー性皮膚炎の人にも使用可能な
化粧料などの皮膚外用剤を提供することが出来る。
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